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濟
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.
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濟
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狀
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ぁ.る
。
：
か
、
る

內

地

塞

請

が

、
臺

灣

米

の

霊

を
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萊
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茴
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績
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濟
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概
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內
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塡
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狀
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迫
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應
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；
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參
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れ
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梦
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右
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具
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計
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ら
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ニ
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萬
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萬
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.
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滿
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灵

十

九

氣

始

を

擧

げ

本
€

^
業
創
始
以
來
の
最
高
記
錄
を
誇
ク
た
も.の
\
、
翌
十
四—

反
年
期
に
お
い
て
は
ぃ
天
候
つ
不
頃
に
爻 

さ
れ
て
、

一
千
八
百
ャ
一
七
七
萬
擔.に
低
.落
し
た
q 

I

に
十
五
丄
ハ
年
期
に
つ
い
て
は
、
阼
尔
八
月
-宋
及
び
九
月
末
め
猛
殿
風
の
被
害 

に
ょ
つ
て
*
砟
糖
豫
想
卨一,

千

五

迓

萬

擔

，と

發

表

'̂
ら
れ
た
？
か
、
る
數1
:瓜
の
低
下
が
-
、國
民
食
機
補
給
の
上
に
問
題
を
提
起
し
た
事 

は
必
然
で
ぁ
る
’米
と
共
に
秒
糖
^
消
費
规
制
を
受
け
つ
、
ぁ
る
事
は
、
ゎ
れ
^
^
の
旧
常
經
驗
す

? >
:

所
で
ぁ
る
0 

.
前
述
の
一
昨
年
1
び
に
昨
年
の
不
利
為
季
候
撵
は
、
勿•論
米
•蔗
作
の
み
I
ら
ず
、.
ぁ
，ら
映
石
作
物
の

〔

上
吃
惡
紗
響
を
及
ぼ
し
ヒ
と
：
 

考
へ
ら
れ
る
。
肥
料
：不
足
の
問
題
に
し
て
も
同
樣
で
ぁ
る
。
こ
れ
に
上
つ
ャ
殊
崖
米
高
或
は
產
糖
高
の
：減

少

遷

：る

|

‘$

#

鑛
大
し
た
意
妹
に.
お
.い
.••て
，重
要
性
を̂

起
.す
る
.
士

考

へ

ら

れ

，る

o 

' 

- 

.
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:
,
:
-
、

 

.

■'
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.̂
傻

先

的

發

展

念

娈
■
ベ
'裏

中

的

.

換

覆

進

せ

著

疋

蟹

し

つ

、
ぁ
る
？
現
地
に
覦
る
限
り
に
お
い
.て
、
ぁ
ら
ゅ
る亦

利
な
自
然
的
、’入
爲
的
條
件
赠
服
し
-
:て
'

何

ょ

：
I

先

ザ

米
 

の
增
鹿
、
次
い
で
砂
請
供
給
の
確
保
が
企
て
ら
れ
つ
V
ぁ
る
。
そ
し
て
：こ

れ

著

き

冽
へ
'
:
ば

蒐

麻

の

 

_
^
.
.
:
そ
:0
好
例
で
ぁ
.る

.0

.
'
'
.
.
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;-
■.
,
.、

：
：.こ
:

*

.

.
:
>•
'

'

-:
.'
,

, 

\ 

;
.

か
:'
<
'1
,
.て
米
«̂
間
ゎ
調
和
^
沖
樞
.老
簞
要
作
物
办
.
«盤
的
發
展
^
目
瘭
：と
し
七
發
足
し
た
膝
の
農
象
再
麗 

定

費

的

作

物

め

優

先

的

發

展

：に
徹
底
す
べ
'き
機
運
に
立
到
づ̂

の
で
ぁ
.今
へ
し
：か
も
そ
の.濃
^
^

に
^
い
て
.
さ
.ら

に

渐

盡

漏

を
■

か

，の

如

く

で

奮
.
。
.
^
^

ベ
''
叻
- i

る
„に
昨
年
め
■
風
の
破
害
は.-
*

^

の
事
情
を
• I.

層
惡
化
し
た
と
：見
ら
れ.る
0
,ぞ
.の

對

策

.と

し

て

、

.本

年

第

■一 

期
作

米

收

集
後 

に
お
サ
る
廉
作
や
水
田..へ
の
復
歸
が
問
題
也:1
.來
つ
た
0
:
は̂
徹
底
的
な
適
地
栽
培
主
義
の
採
用
で
各
る0;即
ち
永
田
：に
ほ
米
：
蔗
作
、

.
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弛
に
.は
荷
®

:

%ザ
藷(

米
食
氏
用
目
的
>
の
.#)
當
を
勵
行
す
；る
方
針
左
傅
べ
ら
れ
る
。
か

〜

し
て
こ
.
.の
多
角
的
な
重
點
主
義
の
下
に
、

一
農
業
苒
編
成
間
題
呔■

本
凇
的
軌
道
に
乘
り
人
：れ
る
も<0
:と想宠せられる。

'
-
:
パ

ぺ

.

喷
.時
需
要
に
！

s

率V

き
も
：の
i
優
.先
.的

取

扱

一

と

へ

の

.
事

實

は

11
-
業
化
問
適
に
つ
い“
て
も
，
當
篏
ま
.る
。
軍
辩
エ
.業
乃
至
は
軍
事
的
极

據
也
.た
る
豪
灣
0
地
位
を
補
齓
す
冬
窻
味
：に
ぉ
い
セ'.の
戈
»
の
確
立
に
、
^

業
化
^
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に
そ
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の
方
向
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锋

つ
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へ
'-
■

:
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く
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し
か
.も
綦
.
霞

.全

般

と

：
し

そ

息

る

時

、
、

來

の

«
業
領
域
泠
る
姿
ば
、
苒
び
玆
忙
大.き
く
映
像
さ
れ
，る
。
上
述
，
0
意
味
に
%
い
セ. 

.の
土
業
化
の
促
進
も
勿
論
私»

で
，警

：0
:
が̂
.し
現
下
の
.：必
-要
拦
爨
灣
が
直
ち'に
應
じ
得
る
役
_
か
ぢ
考
ふ
れ
ば
、
そ:̂

ゆ

依

然

、
と
し 

て

来

と

砂*の
.，

供

給

，

を

あ

：

る

。

し

.

か

し

と

の

事

,̂
淡

む

て_
態

へ
'の
'無

氣

ヵ

な

後
 

_
ヤ
ゅ
な
：5

>
誕
々
*

は

豐

■
'%
、
。窺

,
存

布

瘍

的

地

：
位

か

&

.'
^

風
關
係
のS

l
i

セ
.
あI

つ
て
綠
方
6

舞
い
:.
?

聖
皸
完
#

の
^

冷
に
'
臺
灣
漱
镥
當
む
发
所
の
積
極
的
汔
役
割
と
見
ー
る
べ
き
^

あ
‘る
セ 
'
し
た
^
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つ
：て.
同

時

ー

に

南

方

载

地

た

：る

^

^

.

の
使
<

|

4

だ
め
に
"

途
を
拓
く
べ
き‘
で
あ
；

'0

■

;

—

|

^

勢
50
'

権
移
の
^,

に
、
‘
ゎ
.
紙
國
の
南̂

め
«

心

：
は

愈

，
々

.
深

ま

り

つ

、

あ

；る
々

:1
>

咖
'%

南
方
問
題
の
解
決
：に
當
づ^

ゅ
、_
今
後
尙
-
. 

.

多

ぐ

め

摩

變

避
.け

得

激

ぃ^:
あ

藤

ぅ0:
;
南
_

基

她̂

き

議

：
の;%:

窫
际
に
へ
っ
.ぃ
.ャ

托
«
灣

議

银

營

の
.基
本
方
針
.の
_

_

層

1>
_

.

歡

ず

る

朝
_

改

的

憂
*

ぬ
.適
用
は
^

«
灣

奮

：の

德

亂

免

招

_

レ

'/

羞

の

圓

'

.
 

.
確
定
せ
る
捣
本
方
針
が
あ
つ
て
、
こ
れ
に
加
ふ
る
に
應
念
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

.自
か
ら
應
ヤ
る
方
策
も
あ
る
で
あ
ち
ぅ
。 

た

■現
在
の
紛
糾
せ
る
內
外
事
情
の>下
に
あ
0
て
、
こ
の
，
載

本

方

針
..の
樹
立
‘は
‘颇
^
靡
難
，'で
^

.̂
。
栽
で
.は
極
.め
.て
ホ
襄
が
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裰
濟
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^
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摘
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な
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具
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つ
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目
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：
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'
ぁ
る
？
叉
滿
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支

那

に

對

す

：
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輸
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に
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糖
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.
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名
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年
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利
せ
ら
れ
た
デ
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業
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と
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理
，

K

窆

p
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I
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l
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M
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E
d
>
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i
o
n
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は
‘
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.

一

一

一.七
年
の
%]
®

.に
比
し
て
&

へ
の
■內

容

を

著

し

.く

豐

»
な
ら
し

め

，

て
ゐ

る

C 

.禅

版
-c
o
.

ff
*
文

.にM

い 

て
蓆
者
が
述
べ
て
ゐ
る
や
ぅ.に
組
織
及
び
皆
理
に
關
す
る
基
礎
理
論
の
研
究
が
#
版
.の
•汽
容
ね
难
加
と
な
つ
て.ゐ
る
の
^
あ
る
。
こ
の
’
 

痴

礎

理

.論

の

硏

究

は

、

今
日
諸
#；
の
擧
■者
に
ょ
A
て

隱

と

な

り

つ

、
あ̂

經
營
組
«

砸
、
經
營
機
能論

；*4

深
い
：.關
：聯
を
有
す
る
も
の

で

あ
り
、

と

れ

#'
諸

論
に
於
い
て
問
題
と.な

け

つ

，
、

あ

る

も
の
.は
、
其
の
研
究
成
果
は
別
と
し
て
：一
應
銃
'

1:

的
に
把
握
せ
.ち
れ
て
ゐ
る
。

-
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著
書
は
こ
：の
部
分
を
總
括
し.て
管
匪
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o
p
h
y
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 of .Manageliient) AJ.

呼
び
.、
第

,̂
章
‘以
下
の
隹
篇
‘̂:
於
.け
る
.管
理
方
法
論
と 

.密
接
議
聯
を
持
た
し.め
て
ゐ
.る
o
私
は
今
本
書
を
手
に
し
：て
:'
圣
體
土
'.
^
て
愈
個
め
特
色
を
見
る
も-の
で
あ
今
が
、：其
の
第
一
は
以

，.
 

上
述
ベ
•た
.ょ
み
な
管
理)

に
關
1'
る
，認
識
と
管
理
方
法.一
般
の
'
.意
義
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